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「与える幸い」

山尾  研一× Kenichi Yamao

受けるよりも与えるほうが幸いである。
( 使徒の働き20 章 35 節）

　卒業予定の皆さん、卒業式に向けてラストス
パートの時期ですね。霊肉ともに支えられますよ
うに。昨年来のコロナ禍の試練の中で、学舎で
の学び、寮での研修生活、奉仕先教会での実践
訓練の機会、すべての機会で大変な制約の中で
過ごされたことでしょう。学舎に関わる教職員の
皆さん、研修生の母教会、奉仕教会の皆様、研修
生を支え学舎の為にお祈りくださり心より感謝
申し上げます。そして主の宣教の現場に ( そして
同窓会に ) 新しいフレッシュな同労者をお送りく
ださる神様の御名をほめたたえます。

　今回も卒業式はライブ配信での参加の為、お
祝いの言葉を贈ります。まずはご卒業おめでとう
ございます！皆さんは講壇で校長から卒業証書
を受け取った時から変わることがあります。今ま
で祈られ支えられさまざまな恵みを受けていた
立場から、これからは祈り惜しみなく捧げ与える
側に立場が変わるのです。私は卒業後数年間は
行事の度に羽村に足を運んでいました。しかし
次第に足が遠のき同窓会にも出なくなりました。
ある年久し振りに同窓会に参加しました。そうし
たら役員に選ばれたのです。こうして他の役員さ
んと一緒に学舎のこと同窓のことを深く知る機会
が与えられ、真剣に祈るように変えられました。

　同窓会は、全国 8 地区 ( 北海道、東北、北陸、
関東、中部東海、関西中四国、九州と沖縄 ) に分

かれ、地区ごとに数名の役員が選ばれ奉仕をして
くださっています。各地区で特色ある活動が行
われ、年に一度の研修会では宣教会の教師が招
かれ、学びと交わりが続けられています。関東地
区は 2019 年度は奥多摩バイブル・シャレ―で
家族一緒に BBQ を行い、2020 年度はコロナ
で休止になりました。

　又関東地区の代表は全国同窓会を代表して、
学舎の評議員会 ( 詳細は通信 179 号の安藤能
成議長の寄稿を参照 ) で奉仕をする特権が与え
られています。学舎は昔に比べ少ない人数 ( 専
任は 1 名 ) で多くの ( そしてコロナ禍での ) 難し
い働きを担っておられます。学舎の経営責任は
理事会に、評議員会には活動全般を吟味する役
割が期待され、毎回真剣です。

　私は研修生時代、へブル語初級で挫折し、崖っ
ぷち神学生と呼ばれ、3 年課程を 4 年過ごしま
した。卒業時にすべてのあわれみを使い尽くした
と思っていた自分が、今も宣教の現場に置いてい
ただいているのは、ただ主のあわれみです。

　何でもありのこの世の中で、聖書信仰に立脚す
る学舎の為に、これからも祈り与え続ける者であ
りますように。自戒を込めて。

Profile
1971 年埼玉県生まれ。5年間のサラ
リーマン生活の後、献身。聖書宣教会・
聖書神学舎 49 期卒。単立町田聖書キ
リスト教会の牧師として現在に至る。日
本キリスト教奉仕団理事、クラッシュジャ
パン副代表理事 (事務局長兼務 )。
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Seminary News
聖書神学舎から 01

神が行わせてくださる

　神はみこころのままに、あなたがたのうちに働
　いて志を立てさせ、事を行わせてくださる方
　です。
　　　　　　　　　　　　　　（ピリピ 2:13） 
  　　　
振り返って
　熱いお祈りと献身的な献げ物をもって学舎の
働きを支えてくださる皆様を主に感謝します。
　新型コロナ感染症を抜きに振り返ることので
きないこの年度は、主の御手と皆様の愛をひとき
わ身近に感じてきました。日頃から研修生のた
めに様々な愛の贈り物をいただきますが、春のマ
スク不足の頃には多数の手作りマスクを複数方
面から届けていただきました。除菌剤の入手困
難の頃には大きな缶でアルコールが届きました。
匿名の大きな金額の献金にも励まされました。
主に感謝し、神学教育は主の教会のわざである
との告白に、いよいよ堅く立ってまいります。
　行事等の面でも、11 月の賛美礼拝にはオンラ
イン配信のための素晴らしい助けが備えられ、
12 月には夏から延期したキャラバン伝道を実施
でき、2 週間に及ぶパイプオルガンの修理と整備
もなされ等、主の守りを見てきました。
　1月には学外で濃厚接触者となった研修生が
あり、2 週間の自主隔離をしました。陰性の結果
に一同安堵しましたが、無症状感染の恐れはい
つもあり、妊婦も高齢者も連なる共同体ゆえ、細
心の注意を継続しています。

研修生の学びと生活
　研修生は教室の学びの面では集中できる環境
を与えられています。一方、教会奉仕や研修生
会活動においてはコロナ対応で変更や調整を要
する面もあり、願ったように実現できないことも
少なくありません。身体をもってする交わりに飢
えているのは研修生ばかりでなく、その家族や教

職員も然り。オンラインのゲーム大会や祈祷会
など工夫できることもありますが、どこか物足り
なさを拭えません。
　それでも、早天祈祷会とチャペルは一同が集ま
ることができますので、主に感謝して、同窓諸師
のために、また諸教会のために祈り、卒業予定者 
9 名のため に、入会志願者のために、お互いの
学びと研修生活のために祈っています。

展望して
　教師会からは飯島師が今年度をもって退任さ
れます。難病を得ながらも定年まで奉仕してくだ
さいました。矢吹綾子師に再び教師会に加わっ
ていただきます。また、教会音楽科目の講師とし
て馬場義実師と須田松子師に奉仕していただき
ます。津村師も教師会からは退かれますが、科目
の引き継ぎに少しの時間を要するため今年は２
科目教えていただきます。
　さらに教職員が折にかなって加えられるよう
に、ぜひお祈りください。特に専任教師が加えら
れるように、次世代の教師が起こされるように、
また見えないところで仕えている職員の必要も主
が満たしてくださるように。
　新年度は、入会試験の結果、本科に7 名、聖書
科に１名を新たに迎えることになりました。聴講
については引き続きかなり限定した提供になるこ
とをご理解ください。聖書講座、夏期研修講座、
教会音楽夏期講習会など、オンラインで提供する
働きも増えています。参加機会を広げる意味で
は積極的に、学びの質を担保するためには注意
深く、活用してまいります。こうした面でも助け
手が備えられることも祈っています。

　困難の続く中にも、諸教会の皆様にあっても、
振り返ったところに恵みの足跡がはっきり覚えら
れますようにお祈りします。また展望する先に
も、事を行わせてくださる神の御手が確かであり
ますようにお祈りします。

Izumi Akasaka
赤坂 泉

聖書宣教会 校長



　人は心に信じて義と認められ、口で告白して救
　われるのです。　　　　　　　　　　　　　
　　             （ローマ人への手紙 10 章 10 節） 
 
　信仰の決断に導かれたみことばです。人は口
で告白して救われる、そこに縋っての決断でした。
　学生時代、先輩キリスト者の賛美で聴いた詩
篇のみことばが心に刻まれました。「麗しきかな
主の家、わが魂は慕い求む。…雀は住処を得、
雛を入れる巣を得るよう、…聞き給え、わが主、
我は悪の天幕にいるよりは、神の家の門守りを、
…。」( 詩篇 84 篇 )　
　賛美はみことばを歌います。『メサイア』の
“Comfort ye, Comfort ye, my people!”
「慰めよ、慰めよ、わたしの民を。」(イザヤ40:1)、
“ I know that my redeemer lives,”  「私 は
知っている。私を贖う方は生きておられ、」(ヨブ
19：25) 等、賛美を通して初めて聴いたみこと
ばも数多あります。
　みことばを歌う時、神のことばは歌う人にも語
られます。「愚かな者は心の中で神はいないと
言っている」( 詩篇 14 篇 ) は、賛美への扉を開
けてくださった恩師の作品ですが、歌う毎に人を
愛される神の痛みを知りました。讃美歌の歌詞
も語られます。賛美のことばに神の恵みを教えら
れ、信仰の告白を確認させられます。「イェスよ 宿
りませ すでに外は暗し」( 教会合唱曲集Ⅱ、ルカ
24 章 )、「天に宝積める者は実にも幸なるかな」
( 讃 513) 

　聖書には主の僕たちの賛美があふれています。
彼らは、喜び、悲しみ、苦難、闘い、感謝、試練、悔
い改め、痛み、悩みを、主の前に注ぎ出していま
す。(1 サムエル 1:15)。

　「レビ人よ、聞きなさい。今、あなたがたは自分
自身を聖別しなさい。
あなたがたの父祖の神、主の宮を聖別し、聖所か
ら忌まわしいものを取り除きなさい。…
子たちよ、今、手をこまねいていてはなりません。
主はあなたがたを選んでご自分の前に立って仕
えさせ、ご自分に奉仕する者、香をたく者とされた
からです。」（2 歴代 29:5、11）。

　このみことばは、数年前、学びのために準備し
た資料から新たに示されました。みことばを聴い
て愕然とし、もう一度、主の前にひれ伏す者であ
ります。
　主から預かっている奉仕の前に、「自分自身を
聖別しなさい」と言われる主のおことばに奉仕を
委ねられていることの意味を考えさせられていま
す。 神はモーセを呼ばれたとき仰せられました。
「あなたがこの民をエジプトから導き出すとき、
あなたがたは、この山で神に仕えなければならな
い。」( 出エジプト3:12）奴隷状態にあったイスラ
エルの民が、神に仕えるために導き出されたよう
に、神が、私を罪の中から贖い出してくださったの
は神に仕えるためであるということを、高齢に
なって、もう一度確認させてくださったあわれみ
に感謝します。
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主はあなたがたを選んでご自分の前に立って仕えさせ

Chigako Iijima
飯島 千雍子
聖書神学舎 教師

す が

げ

（2008年、エペソの円形劇場で歌う）

招き Called to Serve 
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Caravan Reports
キャラバン伝道報告  02

Takehiro Kizu
木津 健博

2020年度 キャラバン実行委員長

今年度はコロナ禍により、夏ではなく12 月に 1チーム京都へ派遣することが出来ました。マタイの福音
書１６章１９節をテーマ聖句として、教会にこの地上で主から与えられている天の御国の鍵を、思い起こ
し励まし合うことを期待しました。もう1チームは、年度内の実施を祈り備えています。お祈りを感謝い
たします。

　新型コロナウイルスの感染再拡大は、やっと実現したキャラバン隊来訪
に、その予定を大幅変更させるに十分なものでした。持たれるはずの信
徒との接点（食事や奉仕）は、のきなみ中止に。「これが研修になるのか」
受け入れ先の牧師としては責任を感じることでしたが、教会側としては、
主からの恵みを豊かに受けました。対面が制限される中、精一杯でキャ
ラバン隊のために労した教会員の献身、刻 と々状況が変化する奉仕日程
にあってもよく仕えてくれた研修生たち。またこの事態で必然的に多く
なった牧師夫妻と研修生の時間。それらは「感染対策」の影に追いやら
れた交わりの本質（自分の持てるものを分かち合う喜び）を私たちに思い
起こさせるものでした。そうして後に残ったのは、教会員からの名残を惜
しむ声と、私の「キャラバン隊ロス」でした。

京都めぐみ教会 牧師 加藤秀典

　今年はコロナ禍の中で、例年と異なる12月のクリスマスシーズンに実
施しました。ギリギリまで実施できるか不透明でしたが、京都めぐみ教会
の加藤先生ご夫妻も私たちと交わりを持てることを喜んでくださって、実
施することができました。現地では、コロナに配慮してペンキ塗りやポス
ティング、クリスマス賛美の録音など人との接触を制限した内容で行われ
ました。この状況で信徒の方との交わりが制限されたことは残念でした
が、先生ご夫妻との交わりや背後で祈り歓迎してくださる教会の皆様がお
られたことが感謝でした。オンラインの画面の四角い枠に収まらない現
地の空気感や周囲の人たちの生活を直に垣間見ることができるというの
はキャラバンならではだと思います。体験するということの大切さも改め
て思わされたキャラバンでした。

日本同盟基督教団 京都めぐみ教会（京都府）
12月10日（木）‒17日（木）　鈴木直基、李相扶、大條瑛子、菅野雪



　「すべての学問には前提がある」（神学序論）、「教会
史は神のみわざとしての歴史。教会は 2 千年間周辺
的なことには柔軟であったが中心的なことは固く守っ
た」（教会史）。入会したばかりの頃、授業で聞いたこ
とばが心に残っています。聖書を中心に、奉仕者に必
要な多くのことを学ばせていただきました。卒業して
16 年間関東の教会で牧会奉仕にあずかった後、フラ
ンス、パリでの宣教に遣わされて2 年半が経ちます。

　今、奉仕しているパリプロテスタント日本語キリスト
教会は、1980 年、日本企業から派遣された 2 組のク
リスチャン夫妻が集まって礼拝したことに始まります。
かつては駐在員家族が多く集っていましたが今は少な
くなり、こちらに定住している方々を中心に 30 人ほど
で礼拝しています。

　フランスはカトリック国と言われますが、アフリカ、中
東からの移民が多く、イスラム教とユダヤ教も存在感
があります。プロテスタントはバプテスト教会やペンテ
コステ教会、福音派教会など多くの教派が教会形成し
ていますが、最大のグループは「フランス改革派教会」
と「フランスルーテル教会」が 2013 年に合同して誕
生した「フランスプロテスタント合同教会」です。

　パリ日本語教会は「合同教会」に属する一つの教会
の会堂を、主日午後の時間帯に借りて礼拝しています。
ユダヤ人の多い地区にあり、すぐ近くに大きなシナ

ゴーグがいくつかあります。建物正面の高い所に聖書
を模したレリーフが掲げられ、十戒が刻まれています。
ヘブル語の文字や黒い上下に「衣の房」を垂らした隣
人たちをあちこちで見かける地区で、新改訳聖書から
みことばを分かち合えるのは不思議です。2020 年は
2 度のロックダウンのため、礼拝は 5ヶ月間オンライ
ンでささげました。食事の交わりはできなくなりまし
たが、礼拝後に祈祷課題とメッセージの分かち合いを
行っています。そのような中、昨年 2人の方が救われ、
洗礼式を執り行うことができました。受洗準備中の方
も与えられています。神の恵みと言うほかありません。

　福音派と交わりの少ない聖公会の教会に生まれ
育った私は、就職した会社からドイツに派遣され、そこ
にある日本語教会で初めて福音信仰に触れました。
そこで主の十字架による罪の赦しを経験し、聖書は誤
りなき神のことばである確信が与えられて帰国しまし
た。その後献身し、聖書神学舎に受け入れていただ
き、訓練を受けてみことばの宣教に遣わされています。
「聖書は神のことばである」前提を大切に学び続けた
いと思います。働きにおいて周辺的なことには柔軟
に、中心的なことは大切にしていきたいと思います。学
舎の先生方、スタッフの皆様、在校生の兄姉方、日本と
世界で同じ信仰に立って主に仕えておられるすべての
教職の先生方、信徒の皆様に励まされています。祝福
を祈っております。

From Graduates on the Field
卒業生の働きの場から03 Masao Shimizu

清水 正夫
パリプロテスタント日本語キリスト教会 牧師

浜田山キリスト教会 派遣宣教師
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（津村俊夫先生ルーブル見学会 ハムラビ法典での説明）
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A Student’s Testimony04
　神学舎での4年間、聖書を原典から学ばせていただ
けたことは、私にとって何物にも代え難い、大きな恵み
でした。決して知り尽くすことの出来ない、みことばの
奥深さに触れることが出来たからです。

　入会した当初、4年もあれば聖書を原語でスラスラと
読めるようになるだろうと、たかをくくっていた私ですが、
そんなに甘い世界ではないことにすぐに気付かされま
す。変化形のバリエーションが多すぎて途方にくれたギ
リシャ語。最初は文字として認識することすら出来な
かったヘブル語。「こんなに難しいなんて聞いていない」と
弱音を吐きながらも、毎回の単語クイズや、練習問題を
解いていくという地道な学びの積み重ねによって、少し
は理解することが出来るようになったと思います。それで
も自分には十分な知識がないと落ち込むことも多々あり
ます。その度に砕かれ、謙遜になることを教えられます。

　基礎的な学びが終わると、次は原典講読、そして釈
義へと進み、原語の学びはさらに高度なものになって
いきます。ここでも大事なのは地道にコツコツと学びを
積み重ねていくことだと思わされています。辞書を引い
て、単語の意味を一つ一つ調べ、文法書や神学書、注
解書を何冊も読み比べながら、聖書が本来どのような
意味で書かれているのかを注意深く考察していきま
す。それは多くの時間と労力を要するものですし、どんな

に調べても分からないことは沢山あります。しかし、そ
れでも諦めずに、みことばに聞き続ける中で、新たな発
見が与えられ、大きな感動を覚えることがあります。

　また、今までの基礎的な学びが、後になって生かされ
ていくことに気づくことがあります。何のために役立つの
か分からないと思えるような学びが、他の学びの理解に
実は役立っていること、またそれが回り回って、信仰生
活や牧会の働きにまで影響してくることがあると知りま
した。それはまるで、パズルのピースが一つ一つ組み合
わされて、絵の全体が見えてくるような感覚です。

 みことばの学びは、決してすぐに答えが出るようなも
のではないこと，一つ一つの地道な学びの積み重ねが
重要であり、忍耐と根気のいるものであることを4年間
を通して教えていただいたように思います。そして、学
べば学ぶほどに、自分はまだまだ何も知らないというこ
とが分かります。聖書は神のことばであり、人間の知識
によって知り尽くすことなど到底出来ないのだと痛感
します。それでも、御霊の助けを仰ぎつつ、みことばに
聞き続ける者でありたいと思わされています。

「ああ、神の知恵と知識の富は、なんと深いことでしょう。
神のさばきはなんと知り尽くしがたく、神の道はなんと極
めがたいことでしょう。」（ローマ人への手紙11章33節）

みことばの奥深さに触れて
國分 力

聖書神学舎本科４年

ち か ら
研修生の学びの証し  



　「この授業の目的は何ですか。」ある時、授業中
に研修生からそう問われました。それは旧約研
究 I「五書研究」の授業での一コマでした。この時
間では、19世紀から現在に至るまで続けられて
いる“五書批評学”の問題を扱っています。“批評
学”ですから当然、そこで扱う研究にはいわゆる
“福音派”の聖書理解とは根本的に異なる立場に
よる資料分析などを多分に含みます。研修生に
は Julius Wellhausen や Hermann Gunkel
に始まり、Brevard Childs や Rolf Rendtorff, 
Joel Baden に至るまでの研究者を取り上げて
発表してもらいます。上述の研修生による問い
は、Gerhard von Rad に関する発表後の質疑
を終えた総括の時間に出されました。自分たちと
は立場の異なる批評的な研究者の論を分析して、
それが一体何になるのか、という趣旨だったと思
います。聖書を誤りなき神のことばと信じて疑わ
ない環境から来てこの授業で取り上げているよう
な批評的学説に触れるなら、混乱は必至であるこ
とは否めません。こんなことをしていて何になる
のか。そう思っても不思議ではないと思います。

　私はこれらの批評的探究に触れることの意義
を十分に伝えることができていない自らに忸怩た
る思いでいます。旧新約聖書 66巻は聖霊の完
全な指導と監督の下に記され、その記述に誤りが
なく、神が救いについて人々に啓示しようとされ
たすべてのことを含み、信仰と生活との唯一絶対
の規範であると学舎が告白する聖書論はそのま
ま、私自身の、またこの授業の不動の前提として据
えられています。特に批評的学説に対する評価
と反論としては、K・A・キッチン著・津村俊夫
訳『古代オリエントと旧約聖書』(1966) や『聖書
釈義研究 (EXEGETICA) 第 10号』(1999)な

どに依拠しており、それらを授業の参考文献に加
えています。そうであるならば、初めから結論あり
きで私たちの確信のみを取り上げればよいのでは
ないかとの意見が聞こえて来るように感じます。
生半可に批評的言説を授業の中で扱えば、聖書
信仰を揺るがすことにもなりかねないのでは、と。

　そのようなご批判はもっともなことであり、細心
の注意で取り扱わねばならない事柄だと思いま
す。しかし、そのことを受け止めた上で敢えて述
べさせて頂くなら、それでもこれらの批評的研究
を垣間見ることの意義は大きいと言えます。それ
は端的に言って、自らの主張している立場や信仰
を改めて確認する契機となるからです。もし、自
らの意見の他には一切他の論調に耳を貸さず、そ
れを見ることさえしないならばどうでしょうか。
純粋培養された植物よろしく、それは独り善がり
の脆弱な信仰ということにならないでしょうか。
自分とは立場の異なる著作に触れ、それが“なに”
を述べ“なぜ”そう主張しているのかを正確に知る
ことは大切です。先入観だけで物事を判断せず、
話者や著者の意図を丁寧に読み取ること。それ
は聖書だけでなく一般の書物や人物に向き合う
際にも必要なことではないでしょうか。私たちが
聖書の真理を単なる叙述としてではなく、真に告
白として持つためには、自他を本当の意味で知る
必要性があります。それらを探究する姿勢は、
様々な価値観やものの見方が複雑に絡み合って
存在している現代の教会という現場に遣わされて
行く際に必ず必要になると信じます。自らの告白
する真理に確信を持って立ち続けることのため
に、広い視野と深い洞察力を養う学びを提供す
ることができるよう願い、祈らされています。

Digging Deeper 
学びの窓 05 File No.0１6

 Masashi Tamura
田村 将

聖書神学舎 教師 

自己を知るために

07

_

_



聖
書
宣
教
会
通
信

No.183
発
行
者
:鳥
居
 完
次
〒
205-0017 東

京
都
羽
村
市
羽
西
2-9-3　

Tel 042-554-1710 Fax 042-554-5562　
http://www.biblesem

inary.jp/　
振
替
 00150-6-34971（

聖
書
宣
教
会
）

Information

４月 ６日(火)
４月 ９日(金)
５月２１日(金)
６月 １日(火)～６月 ２日(水)
６月１２日(土)
６月２６日(土)～７月 ２日(金)
７月 ３日(土)～８月２６日(木)
７月 ５日(月)～７月 ６日(火)
７月中旬～
８月中旬～
８月３１日(火)
１０月 ８日(金)
１０月 ９日(土)～１０月２０日(水)

入会式
前期授業開始
祈りの日
特別講義
教会音楽のひととき
集中講義
夏期調整期間
夏期研修講座
キャラバン伝道
教会音楽夏期講習会
前期授業再開
前期授業終了
秋期調整期間

１０月１２日(火)～１０月１３日(水)
１０月２１日(木)
１１月 ６日(土)
１１月１８日(木)
１１月２７日(土)
１２月 ９日(木)～１月　３日(月)

１月 ４日(火)
２月 ７日(月)
２月１１日(金)
３月 ９日(水)
３月１０日(木)
３月１４日(月)

後期授業再開
入会試験
信教の自由を守る日
後期授業終了
卒論発表会
第6３回卒業式 

リトリート
後期授業開始
オープンデイ
祈りの日
賛美礼拝
クリスマス調整期間

2021年度 主要年間予定 
2021 School Year

2021

2022

2021 年度は次のようなプログラム、講座を予定しています。各講座の詳細は、別紙案内やウェブ
サイトをご覧ください。このほかに聴講制度があります（詳細は事務局まで）。

2021年度 講座案内
2021 Courses and Schedule

第46回 夏期研修講座
詳細については、5月末頃にWEBサイトでご案内し
たいと考えています。

「ヘブル詩の文法」
ハバクク書3章の並行法とその意味について考える

期間：7月 5日（月）～ 6日（火）
形態：オンライン
対象：牧会者とその配偶者
講師：津村 俊夫

（聖書宣教会 聖書神学舎教師）

第37回 教会音楽夏期講習会
詳細については、5月末頃にWEBサイトでご案内し
たいと考えています。

「みことばと音楽」
期間：８月中旬で調整中
形態：オンライン
       （プログラムの一部は聖書宣教会にて)
対象：聖歌隊員、聖歌隊指導者、奏楽者、独唱者等、

礼拝や教会の諸集会で音楽の奉仕に携わって
いる方、および奉仕の準備をしたい方。 牧会者・
教職者・信徒の方も参加できます。

講師：聖書宣教会教師・講師ほか

聖書講座 : 金曜日10:50-12:30
聖書の基礎的な学びの機会を求めておられる方々
のためのオンライン講座です。

前期15回：出エジプト記
講師：芳田 秀貴

（前橋キリスト教会 牧師）
後期15回： テトスへの手紙
講師：近藤 愛哉 

（盛岡聖書バプテスト教会 牧師）

よしや

ひでたか

教会合唱講座 : 火曜日
聖歌隊員、聖歌隊指揮者、教会学校教師、会衆の方、
賛美を学びたい方のための講座です。
コロナウィルス感染拡大防止のため、前期は中止い
たします。後期はWEBサイト等で改めてご案内いた
します。


